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今月の表紙
平家平で森林浴

　真名川上流の平家平では、
新緑のブナ林約１万本が見
ごろを迎えています。平家
平一帯は、市が自然保護を
目的に購入したものです。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

今月の国民の祝日

20日月　海の日

国旗を掲げましょう

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、

「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

結
の
故
郷
越
前
お
お
の

多
世
代
多
世
帯
住
宅
取
得
・

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　

多
世
代
同
居
と
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
住
宅
の
取
得
や
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

・
親
、
子
、
孫
な
ど
３
世
代
以

　
　

上
の
世
帯

　

・
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
合

　
　

計
が
１
２
０
０
万
円
以
下

　

・
世
帯
全
員
の
市
税
の
滞
納
が

　
　

な
い

　

・
住
宅
の
所
有
者

　

・
市
内
業
者
に
工
事
を
依
頼

　
　

す
る

結
の
故
郷
越
前
お
お
の

定
住
住
宅
取
得
支
援
事
業

　

定
住
の
た
め
に
住
宅
を
購
入
し

た
人
に
対
し
て
、
住
宅
取
得
費
用

を
補
助
し
ま
す
。
中
古
住
宅
を
取

得
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合

は
、
取
得
費
用
に
加
え
て
、
改
修

費
用
も
補
助
し
ま
す
。

※
住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以

　

内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

・
平
成
25
年
４
月
１
日
以
前
に

　
　

市
内
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た

　
　

人
や
満
40
歳
以
下
の
市
内
在

　
　

住
の
人

　

・
世
帯
全
員
の
市
税
の
滞
納
が

　
　

な
い

　

・
住
宅
の
所
有
者（
空
き
家
情
報

　
　

バ
ン
ク
利
用
時
は
要
件
な
し
）

結
の
故
郷
越
前
お
お
の

新
婚
世
帯
同
居
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　

新
婚
世
帯
が
親
な
ど
と
同
居
す

る
た
め
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

※
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

・
市
内
の
親
な
ど
と
同
居
ま
た

　
　

は
同
居
予
定
の
婚
姻
１
年
以

　
　

内
の
新
婚
夫
婦
世
帯
（
１
年

　
　

以
内
に
婚
姻
予
定
で
あ
る
場

　
　

合
も
含
む
）

　

・
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
合

　
　

計
が
１
２
０
０
万
円
以
下

　

・
世
帯
全
員
の
市
税
の
滞
納
が

　
　

な
い

　

・
住
宅
の
所
有
者

　

・
市
内
業
者
に
工
事
を
依
頼

　
　

す
る

問　

建
築
営
繕
課

　
（
☎
64
・
４
８
１
５
）

　
　結
の
故
郷
越
前
お
お
の

移
住
定
住
奨
励
金

　

市
内
へ
移
住
定
住
さ
れ
た
世
帯

に
20
万
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。
移
住
さ
れ
た
日（
転
入
さ
れ

た
日
）の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
３
カ
月
以
内
に
所
定
の

申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

・
市
内
へ
定
住
の
意
思
を
持
っ

　
　

て
移
住
定
住（
転
入
）さ
れ
た

　
　

世
帯
（
親
や
子
、
配
偶
者
が

　
　

大
野
に
在
住
し
て
い
る
場
合

　
　

は
対
象
外
）

　

※
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

問　

結
の
故
郷
推
進
室

　
（
☎
64
・
４
８
２
４
）

　

市
で
は
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
月
は
、「
定
住
促
進
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
」

を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
額
や
補
助
率
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生

定
住
促
進
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す

京都府から大野市へUターンされた堀田さん一家
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　５月24日、越前大野名水マラソンを皮切りに、水への感謝を行動で表し、大野の「水」を通して、大野を世界に
発信する「キャリング ウォーター プロジェクト」（ＣＷＰ）がいよいよ始動しました。
　今後は、ホームページや各種イベントなどで、プロジェクトの趣旨を発信し全国から寄付を募ります。そして、
世界の中で安全な水が供給されていない地域を支援します。
　この取り組みが世界から注目を集めることで、大野が知られ、交流人口の増加や、消費の拡大につながり、地域
が活性化することを目指します。
　当日は、岡田市長がプロジェクトへの取り組みを宣言しました。また、大きなビジョンでＰＲ映像を流したり、
ＣＷＰのロゴマークを入れた完走証を発行したりし、プロジェクトの理念やイメージを周知しました。
問　結の故郷推進室 （☎64・4824）

本格始動！！
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市
で
は
、平
成
25
年
３
月
に「
第

２
期
大
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」の
内
閣
総
理
大
臣
認

定
を
受
け
て
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
認
定
を
受
け
た

基
本
計
画
に
は
３
つ
の
目
標
指
標

を
設
定
し
、
そ
の
数
値
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
組
状
況
を
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
26
年
度
の
定

期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
す
る
報

告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
報
告
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
は「
ま
ち
の
顔
」で

す
。
活
気
に
満
ち
た
城
下
町
の
再

生
が
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

中
心
市
街
地
活
性
化
室

（
☎
64
・
４
８
１
７
）

　
「
中
心
市
街
地
主
要
４
施
設
」お

よ
び「
１
日
当
た
り
の
歩
行
者
通

行
量（
休
日
）」は
、
基
準
値
を
超

え
て
お
り
、
主
要
事
業
へ
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
こ
と
で
目
標
達

成
は
可
能
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
特
に
主
要
４
施
設
の
年
間

入
込
み
客
数
は「
天
空
の
城 

越
前

大
野
城
」が
注
目
を
集
め
て
入
館

者
数
が
大
幅
に
増
加
。
さ
ら
に
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
武
家
屋
敷

旧
田
村
家
が
完
成
し
、
開
館
に
合

わ
せ
て
ま
ち
な
か
散
策
ル
ー
ト
に

組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
目
標
達
成

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

目
標
指
標
の
う
ち
、「
ま
ち
な

か
循
環
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
利

用
者
数（
年
間
）」は
基
準
値
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
本
格
運
行
前
の

平
成
23
年
度（
基
準
値
）と
比
較
し

て
１
便
当
た
り
の
乗
客
数
は
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
な

か
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
設
定
、
便

数
な
ど
が
目
標
設
定
時
の
環
境
と

異
な
る
こ
と
か
ら
目
標
達
成
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
高
齢
者

ゆ
う
ゆ
う
購
買
促
進
事
業
」の
対

象
を
市
外
へ
拡
大
す
る
ほ
か
、
ま

ち
づ
く
り
会
社
㈱
結
の
ま
ち
越

前
お
お
の
が
発
行
す
る「
食
べ
歩

き
・
見
て
歩
き
マ
ッ
プ
事
業
」と

連
携
し
た
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
る
な
ど
さ
ら
な
る
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
目
標
達
成
に
向
け

て
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

㈱
結
の
ま
ち
越
前
お
お
の
が
発
行
す
る「
文
化
施

設
入
館
＆
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
利
用
パ
ス
ポ
ー
ト
」

と「
食
べ
歩
き
見
て
歩
き
マ
ッ
プ
」の
セ
ッ
ト
購
入

で
お
得
に
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組
状
況

主
要
４
施
設
の
入
込
み

客
数
は
大
幅
増

目　標 目標指標 基準値
（平成23年）

目標値
（平成29年）

最新値
（平成26年）

まちなか観光による
交流人口の増加 主要４施設の年間入込み客数 13万6093人 14万4000人 17万4471人

商店街を中心とした
まちなか生活の充実

１日の歩行者通行量（休日）
春・秋の合計 4907人 6000人 6809人

豊かな暮らしを支える
公共交通の実現

まちなか循環バス、乗合タ
クシー利用者数（年間） 2万8685人 3万500人 2万6155人

【主要４施設：越前大野城、平成大野屋、民俗資料館、武家屋敷旧内山家】

越前おおの中心市街地活性化協議会からの意見
▶着実に事業が推進されているものと考える。
▶民間の動きとして、(株)結のまち越前おおのによるまち講座「匠の勧め」の実施などさらなる展開
が図られており、当協議会が中心となり取り組む「越前おおの美濃街道プロジェクト」による魅
力ある動きを磨き上げながら支援していく。

◀

4 2015.7　広報おおの



　市では、市内における創業を促進するため、「大野市創業支援事業計画」を策定し、今年５月に国の認定を受け
ました。
　本計画に基づき、創業する人、創業して間もない人を対象とした相談窓口を商工観光振興課に設置し、創業者
向けの助成制度や融資制度などの情報を提供しています。また、地域の創業支援機関と連携し、創業者に必要な
ビジネスプランや資金計画などの作成をサポートします。
　「事業を始めたいけど、何から始めればいいか分からない」、「創業者を対象とする助成金を知りたい」、「ビジ
ネスプランの作り方を教えてほしい」など、お気軽に相談してください。
問　商工観光振興課（☎64・4816）

市内で創業する人を支援します

制度名 支援内容 対象要件など

大野市元気チャレンジ
企業支援事業

地域資源を活用した新
しい商品開発などに係
る経費を助成

【対象経費】　調査研究・商品開発に必要な原材料費、講師招へ
い費、職員研修費、委託料、市場調査費、機械設備等リース
料、展示会場借料、製造等設備経費など

【補助率】　２分の1※
【補助上限額】　100万円（設備等整備事業は300万円）

大野市中心市街地
店舗再生事業

中心市街地における空
き地・空き店舗への新
規出店者または既存店
舗の後継者に対し店舗
改装経費などを助成

【対象経費】　店舗の新築・改装、備品購入費などの経費
【対象エリア】　第２期大野市中心市街地活性化基本計画で設定

されている中心市街地の区域
【補助率】　２分の１※
【補助上限額】　100万円
※そのほか、店舗賃借料の助成や後継者奨励金などがあります

大野市おもてなし
商業エリア創出事業

まちなかで県内外から
の観光客をもてなす新
たな取り組みを行う事
業者に対し店舗改装経
費などを助成

【対象経費】　店舗の新築・改装に係る経費（ただし外観改修費
が総費用の４分の１以上であること）

【対象エリア】　本町通り、三番通り、七間通り、六間通り、五
番通り、横町通り、春日通りなど

【補助率】　２分の１
【補助上限額】　250万円（条件により異なります）

女性起業家・経営者とは、市内で事業を行う人で、市内に住民登録を有する女性および市内に本社を置く法人の女性代表者のことです

女性起業家・経営者の場合、表内の※の記載がある補助率が３分の２に、補助上限額が30万円（設備等整備事業は100万円）アップします
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小中学校再編計画の素案
今後10カ所で説明会開催

場　所 日　時

大野公民館 ７月21日火午後７時30分～

富田公民館 ７月22日水午後７時30分～

乾側幼稚園 ７月23日木午後７時30分～

小山公民館 ７月24日金午後７時30分～

結 と ぴ あ
（有終会館）

７月25日土午前10時～
※託児所を設置します

上庄公民館 ７月27日月午後７時30分～

下庄公民館 ７月28日火午後７時30分～

阪谷公民館 ７月29日水午後７時30分～

五箇公民館 ７月30日木午後７時30分～

和泉公民館 ７月31日金午後７時30分～

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
２
月
に
、
児
童
生
徒
の

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て「
大
野
市
小
中
学
校
再

編
計
画
」の
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
各
地
区
区
長
会
、
小
中
学
校
保
護
者
会
な
ど
へ
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

環
境
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。
居
住
地
区

以
外
の
会
場
で
の
説
明
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

問　

教
育
総
務
課
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

陽明中学校周辺に
「ゾーン30」を設定
　平成27年７月１日から陽明中学校周辺に「ゾーン
30」を設定します。
　「ゾーン30」とは、ゾーン（区域）を設定し、その
中で速度規制を行い、歩行者や自転車の安全性の
向上を目的としたものです。
　ゾーンの中は、指定最高速度30㌔に規制され、
歩行者の通行が優先されます。

陽明中学校周辺「ゾーン30」主な対策内容
・ゾーン入口に最高速度30㌔の専用標識および路

面標示を設置しドライバーにゾーン入口を明示し
ます

・ゾーン内に最高速度30㌔の区域規制を設定する
とともに、路側帯の設置や拡幅を行い中央線を
消します

問　大野警察署（☎65・0110）
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災
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課

（
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４
８
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市
総
合
防
災
訓
練

地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定

　

市
で
は
、
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害
対
策
基
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法
お
よ
び
地
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防
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計
画
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づ
き
、
毎

年
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践
的
な
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
住
民
、
自
主
防
災
組
織
お
よ
び
防
災
関
係
機

関
が
協
力
し
て
訓
練
を
実
施
す
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こ
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に
よ
り
、
迅
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的
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な
応
急

対
策
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に
付
け
、
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訓
練
を
見
学
し
、
市
民
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。日時　８月９日日午前８時30分～11時（小雨決行）

場所　阪谷小学校

主
な
訓
練
内
容

主
な
参
加
機
関

当日は緊急速報メールを
配信します

　訓練の一環として、市内全域の
携帯電話へ一斉に緊急速報メール
を配信します。
※受信しない例
　圏外または市外にいる
　受信設定がオフになっているなど

 ７月20日月海の日の夕方から、防災行政無線で
ミュージックチャイムを鳴らします。
　これまでの月１回程度の訓練放送に加え、災害に
備えるため、毎日の点検を兼ねてミュージックチャ
イムを鳴らすこととしました。
　「スピーカーから音が聞こえない」などの不具合
にお気づきの場合は、防災防犯課まで連絡をお願
いします。
　なお和泉地区については、従来どおりです。
ミュージックチャイム吹鳴　夕焼け小焼け
 ４月～９月　午後６時
10月～３月　午後５時
吹鳴箇所　市内114カ所（和泉地区を除く）
放送開始　７月20日月海の日
問　防災防犯課（☎64・4800）

　７月25日土に県消防学校で開催される第64回県消防
操法大会に向け、ポンプ車操法の部に出場する市消防団
第５分団（上庄地区管轄）が上庄小学校グラウンドで早朝
訓練中です。また、今年は小型ポンプ操法の部に結の故
郷女性分団も出場します。このことは県大会史上初めて
のこととなります。厳しい訓練の成果を大会で発揮し、
優勝を目指します。温かい声援をお願いします。
問　消防署（☎66・0119）

県大会に向け訓練中！ 防災行政無線で
ミュージックチャイムを鳴らします
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糸魚川市
（旧能生町）
【友好市町】

黒部市
【協定締結市】

甲賀市（旧信楽町）
【ゆかりのあるまち】

南あわじ市（旧南淡町）
【友好市町】

高浜町
【協定締結町】

彦根市
【ゆかりのあるまち】

新ひだか町（旧三石町）
【友好市町】

葛巻町
【友好市町】

刈谷市
【ゆかりのあるまち】

高山市
【ゆかりのあるまち】

飛騨市（旧古川町）
【ゆかりのあるまち】

相馬市
【協定締結市】

尾鷲市
【協定締結市】

岩倉市
【友好交流市】

古河市
【姉妹都市】

郡上市
【越前美濃街道広域観光交流市】

福井市
【越前美濃街道広域観光交流市】

美濃市
【越前美濃街道広域観光交流市】

　市では、歴史的なつながりや災害時の応援協定などを結んでいる市や町と交流を進め、交流人口の拡
大を図っています。
交流事業に補助金も
　市内の団体がこれらの市や町（福井市を除く）との友好交流を目的に訪問や受け入れ交流事業を行う場
合、補助金の交付対象になることがあります。交流を行う前に相談してください。
問　秘書室（☎64・4825）

姉妹都市（茨城県古河市）
　古河藩は、後の徳川幕府大老となる土井利勝が入封し、古河土井家による統治が
始まりました。大野藩は土井利勝の四男利房が入封し、明治維新を迎えるまで大野土
井家の統治が続きました。
　平成２年に「姉妹都市提携」と「災害時における相互応援協定」に調印。平成17年
に古河市、大野市ともに市町村合併を行ったため、平成18年に再度、提携を結びま
した。今年は大野市から古河市へ訪問する市民バスを運行する予定です。

越前美濃街道広域観光交流市（福井市、岐阜県郡上市、岐阜県美濃市）
　越前美濃街道は、古くから人や物が行き交う要衝の道であったことから、この街道
につながる郡上市・美濃市・福井市・大野市で「越前美濃街道広域観光交流推進
協議会」を設立し、市民相互の交流や特産品の相互販売などに取り組んでいます。ま
た、美濃和紙は昨年、ユネスコ無形文化遺産にも登録され、注目を集めています。

国際交流を後押しします
　市では、市民または市内に事務所のある法人で構成される団体が、外
国への訪問事業や外国人の受け入れ事業を行う場合に、経費の一部を補
助しています。
　補助対象となる事業は、国際交流を主たる目的とするもので、教育、
文化、芸術、福祉、スポーツ、産業、経済などに関する交流です。
　補助対象となる経費は、訪問事業の場合、市民１人当たり、小中学生
４万円、高校生３万円、大人２万円を限度としています。
　受け入れ事業の場合は、外国人が入国した空港や港などからの送迎、
外国人の滞在経費、交流事業の開催経費で、市内の団体が負担する額の
２分の１以内となっています。詳しくは、問い合わせてください。
問　秘書室（☎64・4825） ブラジル野球チームとの交流

広げよう 交流の和

友好交流市（愛知県岩倉市）
　岩倉市とは旧和泉村の縁で、平成19年に「友好交流に関する合意」と「災害時に
おける相互応援協定確認書」を結びました。岩倉桜まつりや九頭竜紅葉まつりなどで、
特産品の相互販売をしているほか、毎年大野市から岩倉市へ訪問する市民バスを運
行し、交流を行っています。
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児童扶養手当、母子・父子・寡婦医療現況届のお知らせ

平成27年８月から食費・部屋代の負担軽減の基準が変わります
　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設やショートステイを利用する人の食費・部屋
代は、本人による負担が原則ですが、低所得の人には、食費・部屋代の負担軽減がされています。
　在宅で暮らす人や保険料を負担する人との公平性を高めるため、食費・部屋代は、一定以上の預貯金など
の資産を持っている人にはご自身で負担してもらうよう基準の見直しを行います。
　これまで、負担軽減の申請受付後、本人および同一世帯の人の前年の所得を基準に対象になるかを判断し
ていましたが、平成27年８月からは、次の基準が追加されます。
①配偶者が市民税を課税されているかどうかを確認し、課税されていれば対象外となります（世帯が同じか

どうかは問いません）
②資産（預貯金・有価証券・投資信託など）の金額を確認し、配偶者がいない人は1000万円、配偶者がいる

人は合計2000万円を超える場合には、対象外となります
問　健康長寿課（☎65・7333）

日時　７月30日木と31日金午前９時～午後７時
場所　結とぴあ（有終会館）
持ち物
　●医療費助成関係
　・更新申請書（後日郵送）
　・受給者証（黄色）
　・印鑑
　・健康保険証のコピー（受給対象者全員のもの）
　　※受付会場でコピーはできません
　●児童扶養手当関係
　・児童扶養手当証書（オレンジ色）
　・養育費に関する申告書（後日郵送）
　・児童扶養手当現況届（後日郵送）
　・その他必要書類（後日郵送）
問　福祉こども課（☎64・5142）

　ひとり親家庭の医療費助成および児童扶養手当の受給者は、毎年更新手続きが必要です。
　次の日程で更新の受付窓口を設置します。

　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利用者が負担しています。これまでは所得に関わら
ず利用者負担は一律サービス費の１割でしたが、平成27年８月１日以降のサービス利用分から、一定以上の
所得がある人にはサービス費の２割を負担してもらうことになります。
　２割負担になるのは、65歳以上の人で、所得金額の合計が160万円以上の人です。
　ただし、合計所得金額が160万円以上であっても実際の収入が280万円に満たないケースや65歳以上の人
が２人以上いる世帯で収入が低いケースがあることを考慮し、世帯の65歳以上の人の「年金収入とその他の合
計所得金額」の合計が単身で280万円未満、２人以上の世帯で346万円未満の場合は、１割負担になります。
　７月下旬に負担割合が記された「負担割合証」を交付しますので確認してください。
　交付後、介護サービスを利用する場合は、必ず介護保険被保険者証と一緒にサービス事業者や施設に提示
してください。詳しくは、問い合わせてください。
問　健康長寿課（☎65・7333）

介護サービスの利用負担割合が２割になります
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第
９
回
大
野
市
景
観
賞 

募
集
中

　５月30日、市役所で結の故郷推進シンポジ
ウムが開催されました。
　県立大学地域経済研究所の井上准教授によ
る基調講演では、経済指標の観点から市を活
性化させるための手法や考え方などを説明
し、市民が結の故郷ブランドの創造者になる
ことが必要であると訴えました。
　パネルディスカッションでは、市民３人と
市長がパネリスト、同研究所の南保教授が
コーディネーターとなり、越前おおの総ブラ
ンド化に向けて、それぞれが取り組んできた
ことや、地域ブランドの構築など今後の展望
について話し合われました。
問　結の故郷推進室（☎64・4824）

結の故郷越前おおのポスター展
～越前おおのブランドの発信～

　奥越明成高校と福井県アンテナショップ「ふくい
南青山291」とのコラボレーション企画として、ポス
ター展を開催します。

日程　７月28日火～８月２日日
場所　ふくい南青山291（東京都港区南青山５－４ー 41）
問　結の故郷推進室（☎64・4824）

越前おおの総ブランド化に向けて
結の故郷推進シンポジウム開かれる
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小学生
対　象第３回 司書がアドバイス　１日でできる読書感想文

日程　１、２年生　７月29日水午後１時～６時
　　　３年生　　　７月30日木午前10時～午後６時
　　　４年生　　　７月31日金午前10時～午後６時
　　　５年生　　　８月11日火午前10時～午後６時
　　　６年生　　　８月12日水午前10時～午後６時
　　　※感想文が書き上がり次第終了
内容　各学年用に司書がお薦めの本を１冊選び、読み
　聞かせをします。その後、読書感想文を書きます

助言者　竹本恭子さん
定員　各学年５人（先着）
持ち物　筆記用具、原稿用紙、弁当（３年生以上）、飲
み物
申込方法　電話で申し込む
募集期間　７月12日日～18日土午前９時～午後６時
問　図書館（☎65・5500）

　読書感想文の書き方などをアドバイスし、作品を仕上げます。

　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会では、越美北線の利用促進のため、「東郷街道おつくね祭」と「一
乗谷朝倉氏遺跡」を楽しむ旅を実施します。ぜひご参加ください。
月日　８月９日日
行程　午前10時13分越前大野駅出発、午前10時53分越前東郷駅着、越前東郷おつくね祭自由散策、昼食、正

午おつくね無料配布、午後１時祭り会場からバスで一乗谷朝倉氏遺跡へ移動（以降はバス移動）、一乗谷朝倉
氏遺跡散策（ガイド付き）、午後２時30分一乗谷朝倉氏遺跡出発、午後３時30分越前大野駅着

対象　市民 
定員　30人 （先着）
参加料　越前大野駅から越前東郷駅までの片道運賃※昼食は各自負担
申込方法　電話で住所、氏名、電話番号、年齢を連絡する
申込期間　７月１日水午前９時～ 22日水午後５時
問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会事務局
　（市民生活課内☎66・1111内線1213）

ＪＲ越美北線で行く「東郷おつくね祭と一乗谷の旅」

「おいしいお米コンテスト」参加者募集

参加資格（以下の３つの条件を備えるもの）
・奥越地区（大野市、勝山市）内の米生産者または生

産団体（農業生産法人）
・県のエコファーマーに認定された生産者
・５月半ばの適期田植え（直播または５月10日以降

の田植え）の実施生産者
参加部門　一般部門、特別栽培部門（ＪＡＳ有機栽

培を含む）
出品対象　奥越地区内で平成27年度に生産されたコ

シヒカリ

参加料　無料
応募方法　参加申込書を次の機関に提出（１個人、団

体当たり１部門１点のみ）
農業林業振興課、勝山市農業政策課、ＪＡテラル越
前本店・各支店、奥越農林総合事務所

締切　７月31日金
その他　各部門ごとに、最優秀賞１点、優秀賞１点、

優良賞２点。詳しくは、問い合わせてください
問　奥越農林総合事務所（☎65・1282）

　奥越農業振興協議会（大野市、勝山市、ＪＡテラル越前、奥越農林総合事務所）では、奥越産米のよりいっそ
うの食味向上を目指し、「おいしいお米コンテスト」を開催します。奮ってご参加ください。

真名川ダム・九頭竜ダム見学会 （森と湖に親しむ旬間）
○真名川ダム
日時　７月25日土午前10時～午後４時　
場所　真名川ダム管理支所
○九頭竜ダム
日時　７月26日日午前10時～午後４時

場所　九頭竜ダム管理支所
参加料　無料
その他　流木配布あり
問　九頭竜川ダム統合管理事務所（☎66・5300）
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　市町村振興宝くじサマージャンボとサマージャンボミニの収益金は、市や町の明る

く住みよいまちづくりに使われます。県内の市町にある宝くじ売り場で購入をお願い
します。
●サマージャンボ　　　１等・前後賞合わせて７億円（１等５億円、前後賞各１億円）
●サマージャンボミニ　１等　7000万円×110本
●発売期間　７月８日水～７月31日金
問　（公財）県市町振興協会（☎0776・57・1633）

サマージャンボは県内の市町で購入を
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　越前おおの環境基本計画の重点プロジェクト「環境を想い行動する人づくり」を推進する取り組みとして、
今年も「越前おおの環境塾」を開催します。
　参加料は無料です。各小学校を通じて配布する申込書に必要事項を記入して申し込んでください。募集期
間は全て７月１日水から15日水までです。（先着）
問　市民生活課（☎66・1111内線1208）

●森で遊ぼう
月日　８月３日月
場所　南六呂師　ハックルベリーの森
定員　20人（小学３年生～６年生）※保護者の参加も可

●いらない物で工作＆万華鏡を作ろう！教室
月日　７月31日金
場所　学びの里「めいりん」
定員　30人（小学生）※保護者の参加も可

●ガサガサ隊　～川の生き物を探そう～
月日　８月４日火
場所　赤根川、本願清水イトヨの里
定員　30人（小学生）※保護者の参加も可

●太陽光エネルギーで動く！工作教室
月日　８月７日金
場所　学びの里「めいりん」
定員　20人（小学４年生～６年生）※保護者の参加も可

日程　７月18日土～８月30日日（７月21日、27日、８月３日、
10日、17日、24日は休館）

時間　午前９時～午後５時
場所　本願清水イトヨの里
内容　本願清水の貴重なイトヨの生態を写真パネルで紹介しま
す。「秦康之さん撮影・26点」

入場料　大人200円、中学生以下50円（通常入館料）
問　本願清水イトヨの里（☎65・5104）

イトヨの里 27  企画展
～本願清水・水中の世界展～

　和泉地区には、化石を含む地層が広がり、貝類や植物の化石が多く発見さ
れるほか、アンモナイトなどの貴重な化石も発見されます。
　市では、NPO法人九頭竜化石研究会に委託し、11月１日日まで九頭竜国
民休養地で「結の故郷 化石発掘体験」を実施しています。

期間　11月１日日までの土、日、祝日（７月21日火
～８月31日月までの夏休み期間は毎日実施）

時間　午前９時～午後４時30分（最終受付は午後４時）
場所　九頭竜国民休養地
参加料　中学生以下500円、大人1000円（どちらも

１回30分）
その他　小学３年生以下は保護者の同伴が必要（同

伴料金200円）

　10人以上での体験は団体割引適用（中学生以下
400円、大人800円）

　事前申込は不要
問　NPO法人九頭竜化石研究会（☎78・2077）
　電子メール　info@9kaseki.com
　ホームページ　http://www.9kaseki.com/2014/03/

blog-post_3192.html

夏休みは毎日実施！「化石発掘体験」
現地へ行って化石を発掘する「現地化石発掘体験」も実施！

「越前おおの環境塾」を開催します！

　夏休み期間中は実際に地層のある現地へ行って化石発掘を行う「現地化石発掘体験」も実施します。現地
化石発掘体験については、参加料が1000円で１週間前までの予約が必要になります。詳しくは、NPO法
人九頭竜化石研究会のホームページをご覧いただくか、直接問い合わせてください。
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